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1. ご使用の前にご使用の前にご使用の前にご使用の前に 

 
 NEC Expressシリーズの基本処理装置（以降「ホスト」と呼ぶ）にN8190-82A Fibre Channelデ
ィスクアレイ装置(ST12000)（以降「ディスクアレイ装置」と呼ぶ）を接続し、運用を行う場合に
は、最初に、RAID構成の構築や設定を行う必要があります。 
 また、現在運用中のディスクアレイ装置にオプションディスクやオプションボードを追加する場
合も、同様にRAID構成や設定の変更作業が必要となります。 

 
本書は、本ディスクアレイ装置をはじめてご使用になる場合の RAID 構成（コンフィグレーショ

ン）／設定に関して説明します。ご使用に際しましてはディスクアレイ装置の性能が充分発揮でき
ますように、関連する装置の各ユーザーズマニュアル 及び Global Array Manager ユーザーズマニ
ュアルとあわせてお読みください。 

 
また、本書は、Ｅｘｐｒｅｓｓ５８００／１００シリーズ、Ｅｘｐｒｅｓｓ５８００／３００シ

リーズを併記して説明していますが、基本処置装置側に本ディスクアレイ装置との接続について記
載されたマニュアルが添付されている場合は、そちらにしたがってください。 

 

1.1 RAIDレベルについてレベルについてレベルについてレベルについて 
 
z RAID （（（（Redundant Array of Independent Disk）））） 
 RAIDとは「Redundant Array of Independent Disk」の頭文字であり、直訳すると「独立したディ
スクによる冗長なアレイ（配列）」という意味を表します。複数台のハードディスクにデータを並列
に書き込むことで、ハードディスクの故障時にデータの冗長性をもたせる仕組みを意味します。 
 RAIDには、その冗長方式の違いにより、いくつかの種類があり、これを「RAIDレベル」と呼び、
例えば、RAIDレベル 5の場合、「RAID5」と記述します。 
 本ディスクアレイ装置のサポートRAIDレベルは、RAID 1 及び及び及び及び RAID 5のみですので、これ以のみですので、これ以のみですので、これ以のみですので、これ以
外の外の外の外のRAIDレベルでの運用は行わないでくださいレベルでの運用は行わないでくださいレベルでの運用は行わないでくださいレベルでの運用は行わないでください。 

 
 本ディスクアレイ装置がサポートしている２類類の本ディスクアレイ装置がサポートしている２類類の本ディスクアレイ装置がサポートしている２類類の本ディスクアレイ装置がサポートしている２類類のRAIDレベルの特徴は以下のとおりです。レベルの特徴は以下のとおりです。レベルの特徴は以下のとおりです。レベルの特徴は以下のとおりです。 

 
RAID 1 
ハードディスクのミラーリング。2台のハードディスクで構成し、その内 1台のハードディスク故
障に対し冗長性があり、復旧が可能。記憶容量はハードディスク 1台分となる。 

 
RAID 5 
データ 及び 冗長データ（パリティー）のストライピング。3台以上のハードディスクで構成し、
その内 1 台のハードディスク故障に対し冗長性があり、復旧が可能。記憶容量は（構成するハー
ドディスク数－1台）分となる。 

 
z パックパックパックパック 
複数のハードディスクのグループで、このパックという単位の中に Logical Drive（仮想ドライブ）
を設定します。具体的には、RAID 1の Logical Driveを設定する場合、２台のハードディスクで１
つのパックを構成し、この中にRAID 1の Logical Driveを設定します。また、RAID 5の Logical Drive
を設定する場合は、３台以上のハードディスク（最大１２台で構成可能ですが、推奨は５台以内）
で１つのパックを構成し、この中にRAID 5の Logical Driveを設定します。 
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1.2 接続形態について接続形態について接続形態について接続形態について 
本ディスクアレイ装置は、Express5800/100シリーズでは３つの接続形態を、Express5800/300シ
リーズでは１つの接続形態をサポートしています。それぞれの接続形態の特徴について説明してい
ますので、価格と障害発生時の運用停止に対する影響度を充分に考慮の上、採用をご検討ください。
なお、クラスタシステムとしてご使用になられる場合には、必要に応じたオプション製品 及び ク
ラスタシステム用のソフトウェア（「CLUSTERPRO」等）を別途お買い求め頂く必要があります。 

 
    【Ｅｘｐｒｅｓｓ５８００／１００シリーズの場合】【Ｅｘｐｒｅｓｓ５８００／１００シリーズの場合】【Ｅｘｐｒｅｓｓ５８００／１００シリーズの場合】【Ｅｘｐｒｅｓｓ５８００／１００シリーズの場合】 
 

障害発生時の運用継続の可否障害発生時の運用継続の可否障害発生時の運用継続の可否障害発生時の運用継続の可否 
接続形態接続形態接続形態接続形態 ｸﾗｽﾀ対応ｸﾗｽﾀ対応ｸﾗｽﾀ対応ｸﾗｽﾀ対応 

FCｺﾝﾄﾛｰﾗ故障時ｺﾝﾄﾛｰﾗ故障時ｺﾝﾄﾛｰﾗ故障時ｺﾝﾄﾛｰﾗ故障時 RAIDｺﾝﾄﾛｰﾗ故障ｺﾝﾄﾛｰﾗ故障ｺﾝﾄﾛｰﾗ故障ｺﾝﾄﾛｰﾗ故障時時時時 FCﾙｰﾌﾟ障害時ﾙｰﾌﾟ障害時ﾙｰﾌﾟ障害時ﾙｰﾌﾟ障害時 
価格比較価格比較価格比較価格比較

形態形態形態形態 1-1 ×××× ×××× ×××× ×××× 

形態形態形態形態 2-1 ○○○○ ○（○（○（○（注注注注1）））） ×××× ×××× 

形態形態形態形態 2-2 ○○○○ ○（○（○（○（注注注注1）））） ○○○○ ×××× 

安価安価安価安価 
 
 
 
高価高価高価高価 

         注  1．故障したホストからの運用は停止するが、クラスタシステム機能により正常なホストに 
                 業務が移り運用継続は可能。 
 

ハードウェアの実装 及び ケーブル接続に関しては、本ディスクアレイ装置に添付の取扱説明書に本ディスクアレイ装置に添付の取扱説明書に本ディスクアレイ装置に添付の取扱説明書に本ディスクアレイ装置に添付の取扱説明書に
従って、確実に行ってください従って、確実に行ってください従って、確実に行ってください従って、確実に行ってください。 

 
形態１－１［標準接続］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜特徴＞ 
■ メリット 
   ・シンプルで安価なシステムの構築が可能。 
■ デメリット 
・ FCコントローラやRAIDコントローラの故障 及び FCケーブルの断線に対する 
  冗長性が無い。 

 

RAID ｺﾝﾄﾛｰﾗ 0

基本処理装置 
（ホスト）

FC ｺﾝﾄﾛｰﾗ 
N8190-100 

空き

FC ｹｰﾌﾞﾙ 
[K410-105(05/10)]    

ディスクアレイ装置 
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形態２－１［クラスタ構成（シングルRAIDコントローラの場合）］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜特徴＞ 
■ メリット 
   ・最もシンプルで安価なクラスタシステムの構築が可能。 
・ FCコントローラの故障やケーブルの断線時、障害が発生したホストからの運用は 
 停止するが、クラスタシステムの機能により正常なホストに業務が移り運用継続が 
 可能。 

■ デメリット 
  ・RAIDコントローラの故障に対して冗長性が無い。 
・ ２台のホストがRAIDコントローラ越しに１つのループでつながっているため、ケー 
 ブルの接触不良等によるループの初期化が頻発するような故障モードの場合、クラス 
 タシステムがダウンし運用が停止する可能性が有る。 

 
■ その他 
・ 「CLUSTERPRO」等のクラスタシステム用のソフトウェアが必要。 

 
 

形態２－２［クラスタ構成（デュアルRAIDコントローラの場合）］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜特徴＞ 
■ メリット 
  ・RAIDコントローラの故障に対する冗長性が有る。 
・ FCコントローラの故障や FCケーブルの断線時、障害が発生したホストからの運用 
 は停止するが、クラスタシステムの機能により正常なホストに業務が移り運用継続が 
 可能。 

基本処理装置 
（ホストＢ） 

FC ｺﾝﾄﾛｰﾗ 
N8190-100 

基本処理装置 
（ホストＡ） 

RAID ｺﾝﾄﾛｰﾗ 0RAID ｺﾝﾄﾛｰﾗ 1
N8190-88A 

FC ｺﾝﾄﾛｰﾗ 
N8190-100 

FC ｹｰﾌﾞﾙ 
[K410-105(05/10)]    

ディスクアレイ装置 

FC ｹｰﾌﾞﾙ 
[K410-106(00)]    

基本処理装置 
（ホストＢ） 

FC ｺﾝﾄﾛｰﾗ 
N8190-100 

基本処理装置 
（ホストＡ） 

RAID ｺﾝﾄﾛｰﾗ 0空き 

FC ｺﾝﾄﾛｰﾗ 
N8190-100 

FC ｹｰﾌﾞﾙ 
[K410-105(05/10)]    

ディスクアレイ装置 
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■ デメリット 
・ ２台のRAIDコントローラがインターコネクトケーブルにより１つのループでつな 
 がっているため、ケーブルの接触不良等によるループの初期化が頻発するような故 
 障モードの場合、クラスタシステムがダウンし運用が停止する可能性が有る。 

■ その他 
・ 「CLUSTERPRO」等のクラスタシステム用のソフトウェアが必要。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    【Ｅｘｐｒｅｓｓ５８００／３００シリーズの場合】【Ｅｘｐｒｅｓｓ５８００／３００シリーズの場合】【Ｅｘｐｒｅｓｓ５８００／３００シリーズの場合】【Ｅｘｐｒｅｓｓ５８００／３００シリーズの場合】    
 
 

ハードウェアの実装 及び ケーブル接続に関しては、本ディスクアレイ装置に添付の取扱説明書に本ディスクアレイ装置に添付の取扱説明書に本ディスクアレイ装置に添付の取扱説明書に本ディスクアレイ装置に添付の取扱説明書に
従って、確実に行ってください従って、確実に行ってください従って、確実に行ってください従って、確実に行ってください。 

 
形態１－２ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【注意】 
 クラスタ構成時は、１つのループを２台のホストで共有しているため、ホストを起動するタイミング
により、以下の警告／エラーイベントがOSのシステムイベントビューアに登録される場合があります。
この現象は、１つのループに対して２台のホストから初期化動作が行われるため発生するもので、主に
ホストの起動の際に発生します。 
 前記のタイミングで発生したものに関しては、運用上の問題は有りません。 
 
● イベント ID: #11 (Windows2000) 
種類: エラー 
ソース: disk 
説明: ドライバは xxxxxxxx でコントローラエラーを検出しました。 
 

● イベント ID: #51 (Windows2000) 
種類: 警告 
ソース: disk 
説明: ページング操作中にデバイス¥Device¥HarddiskX¥DRX上でエラーが検出されました。 

基本処理装置 
（ホスト） 

FC ｺﾝﾄﾛｰﾗ 
N8803-030

RAID ｺﾝﾄﾛｰﾗ 0RAID ｺﾝﾄﾛｰﾗ 1
N8190-88A 

FC ｺﾝﾄﾛｰﾗ 
N8803-030

FC ｹｰﾌﾞﾙ 
[K410-105(05/10)]    

ディスクアレイ装置 
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1.3 ユーティリティーについてユーティリティーについてユーティリティーについてユーティリティーについて 
RAIDの構成を構築または変更する場合、ホストにGlobal Array Manager Server （以降GAM 
Serverと呼ぶ）及び SAN Array Manager Client（以降 SAM Clientと呼ぶ）がインストールさ
れている必要があります。ソフトウェアに添付されているマニュアルを参照して、あらかじめイン
ストールしておいてください。 

 
クラスタ構成時の注意事項クラスタ構成時の注意事項クラスタ構成時の注意事項クラスタ構成時の注意事項 

 
・ GAM Server及び SAM Clientは、ソフトウエアの取扱説明書に従って、両方のサーバにインスト
ールしてください。 

・ コンフィグレーションや監視は、通常、RAIDコントローラコントローラコントローラコントローラ 0側に接続されているホストの側に接続されているホストの側に接続されているホストの側に接続されているホストのGAM 
Server 及び及び及び及び SAM Clientを使用を使用を使用を使用して行ってください。 

・ 本ディスクアレイ装置１台に対して、同時に使用できる同時に使用できる同時に使用できる同時に使用できる SAM Clientは１つのみは１つのみは１つのみは１つのみです。RAIDコ
ントローラ 0側に接続されたホストのGAM Server 及び SAM Clientを利用中に、RAIDコント
ローラ 1側のホストや、ネットワーク上の管理用クライアント PCの SAM Clientを起動しない
でください。 
※ クラスタ構成の場合には、クラスタシステム用のソフトウェア（「CLUSTERPRO」等）
を別途購入して頂き、インストールする必要があります。 

 
＜構成例＞ 
【Ｅｘｐｒｅｓｓ５８００／１００シリーズの場合】 

 
形態１－１［標準接続］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

形態２－１［クラスタ構成（シングルRAIDコントローラの場合］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

RAID ｺﾝﾄﾛｰﾗ 0

基本処理装置 
(ホストＡ) 

空き

GAM Server 

SAM Client 

監視／制御 

LAN

ディスクアレイ装置 

監視／制御

基本処理装置 
（ホストＢ） 

基本処理装置
（ホスト A） 

RAID ｺﾝﾄﾛｰﾗ 0空き 

LAN

ディスクアレイ装置 

GAM Server B 

SAM Client B 

GAM Server A

SAM Client A

監視／制御

監視／制御
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形態２－２［クラスタ構成（デュアルRAIDコントローラの場合）］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【Ｅｘｐｒｅｓｓ５８００／３００シリーズの場合】 

 
形態１－２ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基本処理装置 
（ホストＢ） 

基本処理装置
（ホスト A） 

RAID ｺﾝﾄﾛｰﾗ 0RAID ｺﾝﾄﾛｰﾗ 1
N8190-88A 

LAN

ディスクアレイ装置 

GAM Server B 

SAM Client B 

GAM Server A

SAM Client A

監視／制御
監視／制御

基本処理装置 
（ホスト） 

GAM Server 

監視／制御 

LAN

チェック 

SAM Client 

ディスクアレイ装置 

RAID ｺﾝﾄﾛｰﾗ 0 RAID ｺﾝﾄﾛｰﾗ 1 
N8190-88A 



    9999

1.4 注意事項について注意事項について注意事項について注意事項について 
 本ディスクアレイ装置をご使用になられる場合の注意事項について、以下に説明します。 
 
＜主な注意事項＞＜主な注意事項＞＜主な注意事項＞＜主な注意事項＞ 
■ サポートRAIDレベルは、RAID1 及び RAID5です。 

 
■ ディスクアレイ装置内の最大パック数は 6個、N8190-87Aディスクアレイ装置収納ユニット接続時
は１２個、パックを構成できる最大ディスク数は 12台（推奨は 5台以下）、最大 Logical Drive数は
32個。 

 
■ ハードディスクの実装には、以下の項目に注意してください。 

・同一パック内のハードディスクは全て同容量であること。 
・同一システム内への回転数の異なるハードディスクの混在は不可。 
・RAID5を構築する場合、１パックは５台以内であることが望ましい。 
  RAID構築におけるディスクアレイ装置内のハードディスクの割り振りは、「3.2 ハード 
 ディスクの実装とRAIDの選択」に記載の「ハードディスク台数と推奨するRAID構成」 
 を参照のこと。 
・ハードディスク実装は以下のスロット ID#順に行うこと。 
  ※ID#0 → ID#4 → ID#1 → ID#2 → 以降、若番スロット ID#から実装 
 また、ホットスワップにてハードディスクを交換する場合、スロット ID#0とスロット ID#4 
 のハードディスクを同時に抜いてしまうと、ディスクアレイ装置が正常に動作しなくなり 
 ますので注意してください。 
・スタンバイディスクの容量は、ディスクアレイ装置に実装されている最大容量のデータ 
 ディスクと同じであること。 
・スタンバイディスクの特徴として、スタンバイリビルド完了後、故障したデータディスク 
を新しいディスクと交換すると、交換されたディスクは自動的にスタンバイディスクとし 
て設定されます。 

 
＜クラスタ構成時の注意事項＞＜クラスタ構成時の注意事項＞＜クラスタ構成時の注意事項＞＜クラスタ構成時の注意事項＞ 
■ ディスクアレイ装置のコンフィグレーションや監視は、RAIDコントローラ 0側に接続されてい 
  るホストのGAM Server 及び SAM Clientを使用してください。 
   増設したRAIDコントローラ 1側のホストの SAM Clientは同時に起動しないでください。 

 
■ クラスタシステム用のソフトウェア（「CLUSTERPRO」等）を別途購入して頂き、インストールす
る必要があります。 

 
■ 「3.6 Logical Driveの作成」を参照し、必ず「SAN Mappingの設定」を行ってください。 

 
■ ホストを起動するタイミングにより以下の警告／エラーイベントがOSのシステムイベント 

   ビュアーに登録される場合があります。この現象は、１つのループに対して２台のホストから  
   初期化動作が行われるために発生するもので、主にホストの起動の際に発生します。ただし、 
   運用上の問題は有りません。 
 

・ イベント ID：#11（Windows2000） 
   種類 ：エラー 
   ソース：Disk 
   説明 ：ドライバは xxxxxxxxでコントローラエラーを検出しました。 
・ イベント ID：#51（Windows2000） 
  種類 ：警告 
  ソース：Disk 
  説明 ：ページング操作中にデバイス￥Device¥HarddiskX¥DRX上でエラーが検出され 
      ました。 
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＜ディスクアレイ装置の電源＜ディスクアレイ装置の電源＜ディスクアレイ装置の電源＜ディスクアレイ装置の電源ONややややOFF時に関する注意事項＞時に関する注意事項＞時に関する注意事項＞時に関する注意事項＞ 
 

■ ディスクアレイ装置の電源をOFFにする前には、ディスクアレイ装置のキャッシュが保持してい

るデータをクリアするために、必ず以下の処理を行ってください。 

 
(1) SAM Clientの Administrationメニューから、｢Advanced Functions…｣ → ｢Shutdown…｣

を選択します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2) 以下の画面が表示されるので、｢Prepare for Shutdown｣を押します。 

 
 
 
 
 
 
 
 

(3)  以下の状態になったことを確認します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(4) ｢Cancel｣を押して終了します。 
 

 

9 Preparing for ShutdownPreparing for ShutdownPreparing for ShutdownPreparing for Shutdown    

9 Ready to Power OffReady to Power OffReady to Power OffReady to Power Off    
→→→→    チェックが入ったことを確認チェックが入ったことを確認チェックが入ったことを確認チェックが入ったことを確認    
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■ Write Back Mode設定時のUPSによる自動運転に関して 
本ディスクアレイ装置に対して無停電電源装置（UPS）によるスケジュール自動運転を行うと、SAM 
ClientからShutdown処理（前項）を実施することができません。アレイ装置上のキャッシュメモ
リーにデータが残った状態で電源がOFFされた場合、バッテリーによるキャッシュデータ保持が行
われますが、電源OFF状態が長い場合、バッテリーの電力をすべて消費しつくし、キャッシュに保
持されているデータを失う可能性があります。 
基本的に Write Back Mode(Write Cach Enable)設定時には本装置に対するスケジュール自動運転
は行わなずに、常時電源ONの状態で運用することを推奨します。 
やむを得ずスケジュール自動運転を行う際には、以下の２つの条件を満たすようなスケジュールで
運用してください。 

 
◇ 条件１ 
キャッシュデータの吐き出しに要する時間は、RAID レベル、ストライプサイズや I/O サイズな
どで大きく異なりますが、I/O停止後１０分程度１０分程度１０分程度１０分程度必要です。スケジュール運転を行う際には、サ
ーバのシャットダウン処理完了後１０分以上１０分以上１０分以上１０分以上経ってからディスクアレイ装置の ACを OFF するよ
うに設定してください。 

 
◇ 条件２ 
ディスクアレイ装置の ACが OFF の間、キャッシュデータのバックアップ用バッテリーが消費さ
れていきます。バッテリーが極度に消費されてしまうと次回起動時には自動的にライトキャッシ
ュが OFF となり、充電レベルが 80%以上になるまではライトキャッシュが ON となりません（ラ
イト性能が低下した状態となります）。これを防ぐため、停止時間と運用時間を以下のように設
定してください。これにより、起動時にライトキャッシュがOFFになることを防ぎ、次回シャッ
トダウン時にはバッテリーがフル充電となるような運用が可能です。 

 
       停止時間：３時間以内 稼働時間：５時間以上 
 

なお、上記の値は参考値です。バッテリーの劣化等により消費率やフル充電までの所要時間は変
わってきますので定期的にバッテリー充電状況をご確認ください。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

【 サーバ側の設定に関する注意事項 】 
無停電電源装置（UPS）による自動運転を行う場合は、OSの起動待ち時間を３００秒（５分） 
に設定してください。 
本ディスクアレイ装置が確実に動作可能状態になってからOSが起動するようにするため、 
起動待ち時間を確保する必要があります。 
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■ システム全体（ホストサーバとアレイ装置を含む）の電源 OFF/ONに関して 
 

電源OFFの手順は以下に従ってください。 
(1) SAN Array Manager Clientの Shutdown処理の後、ホストサーバのOSをシャットダウンし、
電源をOFFにする。 

(2) ディスクアレイ装置の電源をOFFにする。 
(3) ディスクアレイ装置収納ユニットの電源をOFFにする。（接続されている場合のみ） 

 
電源ONの手順は以下に従ってください。 

(1) ディスクアレイ装置収納ユニットの電源をONにする。（接続されている場合のみ） 
(2) ディスクアレイ装置の電源をONにする。 
(3) ディスクアレイ装置のチャンネルステータス LEDが点滅から点灯に変わったことを確認後、
ホストサーバの電源をONにし、OSを起動する。 

 
※一旦電源をOFFした後は、40秒以上待ってから電源をONにしてください。 

 
 
＜ライトキャッシュ制御に関する注意事項＞＜ライトキャッシュ制御に関する注意事項＞＜ライトキャッシュ制御に関する注意事項＞＜ライトキャッシュ制御に関する注意事項＞ 
 

■ Write Cache Modeの設定についての設定についての設定についての設定について 
Write Cacheの設定は、RAID Assistにて Logical Driveを作成する際に行います。 
シングルコントローラ構成の場合は、Write Through Mode(Write Cach Disable)での運用を推奨し
ます。また、デュアルコントローラ構成の場合は本装置の性能を最大限に発揮できるよう、Write 
Back Mode（Write Cache Enable）での運用を奨励します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

9999    Write Back Mode（Write Cache Enable） 
9999    Write Through Mode(Write Cach Disable) 



    13131313

 
■ ライトキャッシュモードの自動切換え制御についてライトキャッシュモードの自動切換え制御についてライトキャッシュモードの自動切換え制御についてライトキャッシュモードの自動切換え制御について 

ライトキャッシュがWrite Back Mode(Write Cache Enable)の場合でも、コントローラの縮退な

どが発生した場合、自動的にWrite Through Mode (Write Cach Disable)に切り替わる仕様となっ

ています。これは二重障害が発生した場合のキャッシュデータ保護を目的とした正常な動作で

す。 

◇Write Back Modeが自動的にWrite Through Modeに切り替わる条件 

¾ RAIDコントローラの縮退※※※※ 

¾ 電源ユニットの縮退 

¾ バックアップバッテリーのリコンディショニング中 

¾ バックアップバッテリーの充電残量が保持可能時間20ｈ以下となった場合 

※ 設定を変えることにより、Write Through Mode(Write Cach Disable)に切り替わらないように
することも可能です。（次項参照） 

 
■■■■ デュアルコントローラ構成で片側のコントデュアルコントローラ構成で片側のコントデュアルコントローラ構成で片側のコントデュアルコントローラ構成で片側のコントローラが故障した場合のキャッシュ制御についてローラが故障した場合のキャッシュ制御についてローラが故障した場合のキャッシュ制御についてローラが故障した場合のキャッシュ制御について    

RAID コントローラ縮退時の性能低下が運用上問題となる場合、以下の設定変更によりコントロー

ラ故障時も Write Back Mode で動作させることができます。ただし、RAID コントローラの二重障

害時にはキャッシュ内のデータが廃棄され、データを紛失するリスクを伴いますので、以下の設定以下の設定以下の設定以下の設定

は行わずに運用することをお勧めします。は行わずに運用することをお勧めします。は行わずに運用することをお勧めします。は行わずに運用することをお勧めします。 

 
SAM Clientメニュー→Administration → Controller Option 

AdvancedタブのEnable Conservative Cache Modeのチェックを外す。 
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＜＜＜＜SAM Clientのログに関する注意事項のログに関する注意事項のログに関する注意事項のログに関する注意事項＞＞＞＞ 
 
■ Battery Reconditioningに関してに関してに関してに関して 

SAM Clientの Log Information Viewerに「BBU Recondition Needed.」または「Battery Recondition 
Suggested.」のログが表示された場合には、下記の手順に従いバックアップバッテリのリコンディ
ショニイングを実施してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・リコンディショニングを実施する場合には、極力、I/Oアクセスを停止してください。 
・リコンディショニング中はWrite Cacheが自動的にWrite Through Modeに切り替わります。

Write性能が低下しますので、業務が閑散な時間帯を選んで実施してください。 

 
(1) SAM Clientの Log Information ViewerのDevice Addressにて、対象となるRAIDコントローラ
番号を確認します。 

 
(2) SAM Client画面の中央部上のRAIDコントローラ番号（「C-0 DACFFX」 或いは ｢C-1 DACFFX｣
※）を選択し、メインメニューから、［Administration］ → ［Intelligent BBU］を選択します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 基本装置に N8103-52/53A DAC コントローラが実装されている場合、その枚数分だけコン
トローラ番号が繰り上がります。 

 （例） 
基本装置にN8103-53A が１枚実装されている場合、「C-1 DACFFX」となります。 
本装置にN8190-88Aを増設している場合は、「C-1 DACFFX」と「C-2 DACFFX」となります。 

RAIDコントローラを選択 



    15151515

(3) ActionsのRecondition Batteryにチェックマークを入れ、［Apply］を押します。 
 尚、リコンディショニングを実施するためには、Power LevelsのCharge Levelが 100%に 
 なっている必要があります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(4) 以下のメッセージが表示されるので［OK］を押すと、リコンディショニングが開始されます。
リコンディショニング時間は約１５時間です。 

 
 
 
 
 
 
 

(5) 必要に応じて、もう一方の RAID コントローラについてもリコンディショニングを実施してく
ださい。 

 
(6) リコンディショニングが終了すると、SAM Client の Log Information Viewer に「BBU 

Reconditioning is finished」のログが表示されます。または、Intelligent BBUメニューにて、Battery 
StatusのReconditioning Neededのチェックマークが外れていることを確認してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Reconditioning Neededの 
チェックマークが外れている 
ことを確認 

チェックが付いている 
ことを確認 

Charge Levelが 100%で 
あることを確認 

Recondition Battery に 
チェックマークを入れる 



    16161616

 
■ ディスクアレイ装置内のディスクドライブに障害が発生した場合の注意ディスクアレイ装置内のディスクドライブに障害が発生した場合の注意ディスクアレイ装置内のディスクドライブに障害が発生した場合の注意ディスクアレイ装置内のディスクドライブに障害が発生した場合の注意事項事項事項事項 
ディスクアレイ装置内のディスクドライブに障害が発生した場合、SAM Client の Log Information 
Viewerに「A hard disk has failed.」のログと同期して「Request Sense f/3b/xx」がログ登録される
ことがあります。これは、障害が発生したディスクドライブの異常を示す追加コードです。 
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2. コンフィグレーションの流れコンフィグレーションの流れコンフィグレーションの流れコンフィグレーションの流れ 

 本章では、初めて本ディスクアレイ装置をセットアップする場合の作業フローを示します。実際
の作業手順は３章を参照してください。 
 なお、クラスタ構成を構築する場合は、OSのインストールを行う際にCLUSTERPROシステム
構築ガイドを参照し、OSのインストール 及び ホストの環境設定を正しく行ってください。 
 
 

Logical Drive の Initialize は必ず実施し必ず実施し必ず実施し必ず実施し
てください。てください。てください。てください。 

RAID構成情報（コンフィグレーション）の
バックアップは必ず実施してください。必ず実施してください。必ず実施してください。必ず実施してください。 

RAID コントローラのパラメータの確認を
行ないます。必ず確認してください。必ず確認してください。必ず確認してください。必ず確認してください。 

①各ボード／ケーブルの接続確認 

②ハードディスクの実装とRAIDの選択 

⑥Logical Driveの作成 

⑦コンフィグレーションのバックアップ 

③ディスクアレイ装置／ホストの起動 

④RAIDコントローラの設定確認 

⑤パックの作成 

CLUSTERPRO システム構築ガイドを参照
してクラスタの設定を行ってください。 

⑧クラスタの設定（クラスタ構成時のみ） 
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3. 新規コンフィグレーションの構築新規コンフィグレーションの構築新規コンフィグレーションの構築新規コンフィグレーションの構築 

この章では、初めて本ディスクアレイ装置をセットアップする場合の作業手順を示します。 

3.1 各ボード／ケーブルの接続確認各ボード／ケーブルの接続確認各ボード／ケーブルの接続確認各ボード／ケーブルの接続確認 
本ディスクアレイ装置は、Express5800/100シリーズでは３つの接続形態を、Express5800/300 
シリーズでは１つの接続形態をサポートしています。ハードウェアに添付のマニュアルを参照し 
て、接続／実装を確認してください。 

 
 また、接続／実装完了後、N8190-100／N8803-030 FC コントローラのドライバ 及び 本ディス
クアレイ装置の RAID コンフィグレーション／監視を行うためのアプリケーションソフト（GAM 
Server／SAM Client）をホストにインストールする必要があります。各装置に添付されているソフ
トウェアのマニュアルを参照し、インストールしてください。 

 
【Ｅｘｐｒｅｓｓ５８００／１００シリーズの場合】【Ｅｘｐｒｅｓｓ５８００／１００シリーズの場合】【Ｅｘｐｒｅｓｓ５８００／１００シリーズの場合】【Ｅｘｐｒｅｓｓ５８００／１００シリーズの場合】 
（１）形態１－１［標準接続］ 

 
FCコントローラを１台内蔵したホストをＲＡＩＤコントローラ０に接続します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）形態２－１［クラスタ構成（シングルRAIDコントローラの場合）］ 
 

FCコントローラを各１台内蔵した２台のホストをＲＡＩＤコントローラ０に接続します。なお、
１台のホストに FCコントローラを２台内蔵し、本ディスクアレイ装置に接続することはできま
せん。 

 

Express5800  FC ｺﾝﾄﾛｰﾗ 
[N8190-100] 

   FC ｹｰﾌﾞﾙ 
[K410-105(05/10)] 

 FC ﾃﾞｨｽｸｱﾚｲ装置 
   [N8190-82A] 

 RAID ｺﾝﾄﾛｰﾗ 0 
 （標準） 

Express5800

 FC ｺﾝﾄﾛｰﾗ 
[N8190-100]    FC ｹｰﾌﾞﾙ 

[K410-105(05/10)]  FC ﾃﾞｨｽｸｱﾚｲ装置 
   [N8190-82A] 

 RAID ｺﾝﾄﾛｰﾗ 0 
 （標準） 

Express5800
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（３）形態２－２［クラスタ構成（デュアルRAIDコントローラの場合）］ 

 
オプションのN8190-88Aデュアルポート機構を増設し、FCコントローラを各１台内蔵した２台
のホストをＲＡＩＤコントローラ０／１にそれぞれ接続します。なお、１台のホストに FCコン
トローラを２台内蔵し、本ディスクアレイ装置に接続することはできません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【Ｅｘｐｒｅｓｓ５８００／３００シリーズの場合】【Ｅｘｐｒｅｓｓ５８００／３００シリーズの場合】【Ｅｘｐｒｅｓｓ５８００／３００シリーズの場合】【Ｅｘｐｒｅｓｓ５８００／３００シリーズの場合】 
 

（１）形態１－２ 
 

オプションの N8190-88A デュアルポート機構を増設し、ホストにＰＣＩボックス１側のＦＣコ
ントローラにＲＡＩＤコントローラ０のＩｎポートを、ＰＣＩボックス２側のＦＣコントローラ
にＲＡＩＤコントローラ１のＩｎポートをそれぞれ接続します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 RAID ｺﾝﾄﾛｰﾗ 1 
 [N8190-88A]  

Express5800

 FC ｺﾝﾄﾛｰﾗ 
[N8190-100]    FC ｹｰﾌﾞﾙ 

[K410-105(05/10)] 
 FC ﾃﾞｨｽｸｱﾚｲ装置 
   [N8190-82A] 

 RAID ｺﾝﾄﾛｰﾗ 0 
 （標準） 

Express5800 

ｲﾝﾀｰｺﾈｸﾄｹｰﾌﾞﾙ 
 [K410-106(00)]  

 FC ｺﾝﾄﾛｰﾗ 
[N8803-030] 

Express5800

 RAID ｺﾝﾄﾛｰﾗ 1 
 [N8190-88A]  

   FC ｹｰﾌﾞﾙ 
[K410-105(05/10)] 

 FC ﾃﾞｨｽｸｱﾚｲ装置 
   [N8190-82A] 

 RAID ｺﾝﾄﾛｰﾗ 0 
 （標準） 

インターコネクトケーブルインターコネクトケーブルインターコネクトケーブルインターコネクトケーブル[K410[K410[K410[K410----106(00)]106(00)]106(00)]106(00)]は使は使は使は使用しません用しません用しません用しません。 
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3.2 ハードディスクの実装とハードディスクの実装とハードディスクの実装とハードディスクの実装と RAIDの選択の選択の選択の選択 
・ 同一パック内のハードディスクはすべて同一容量としてください。 
・ 同一システム内への回転数の異なるハードディスクの混在しないでください。 
・ スタンバイディスクは同一ディスクアレイ装置内のディスクの最も大きい容量のディスクと同
容量以上である必要があります。ディスクアレイ装置内に存在するすべてのパックに対してスタ
ンバイディスクとして機能させるためにはこの条件を満たしている必要があります。 

・ スタンバイディスクの観点から、同一ディスクアレイ装置内のハードディスクの容量は、すべてすべてすべてすべて
同容量にすることをお奨めします同容量にすることをお奨めします同容量にすることをお奨めします同容量にすることをお奨めします。 

・ RAID5の場合、１パックは５台以内で構成１パックは５台以内で構成１パックは５台以内で構成１パックは５台以内で構成することをお奨めします。 
 

ハードディスクの実装は以下の順番で埋めていってください。 
ID#0→→→→ ID#4→→→→ ID#1→→→→ ID#2→→→→ ID#3→→→→ ID#5→→→→ ID#6→→→→ ID#7→→→→ ID#8→→→→ ID#9→→→→ ID#10→→→→
ID#11 

 
 
 

注意注意注意注意 
本ディスクアレイ装置は ID#0 及び及び及び及び ID#4 に実装されているハードディスクを介してホストとの通に実装されているハードディスクを介してホストとの通に実装されているハードディスクを介してホストとの通に実装されているハードディスクを介してホストとの通
信を行います。信を行います。信を行います。信を行います。正常に動作させるためには ID#0 及び及び及び及び ID#4 の少なくとも一方にハードディスクがの少なくとも一方にハードディスクがの少なくとも一方にハードディスクがの少なくとも一方にハードディスクが
実装されている必要がありますので実装されている必要がありますので実装されている必要がありますので実装されている必要がありますので、保守交換時等でも、この条件を満たせるよう、必ず必ず必ず必ず ID#0、、、、ID#4
両方にハードディスクを実装両方にハードディスクを実装両方にハードディスクを実装両方にハードディスクを実装するようにしてください。 

 
ハードディスク台数と推奨するハードディスク台数と推奨するハードディスク台数と推奨するハードディスク台数と推奨する RAID構成構成構成構成 

ﾃﾞｨｽｸ

数 
RAID 
ﾚﾍﾞﾙ 

構成 実装スロット 

１ (D+P), (D+P),S 
５ 

５ (3D+P),S ／(4D+P) 

ID#0 
～ID#4 

１ (D+P), (D+P), (D+P) 
６ 

５ (4D+P),S 

ID#0 
～ID#5 

１ (D+P), (D+P), (D+P),S 
７ 

５ (2D+P), (2D+P),S／(3D+P) , (2D+P) 

ID#0 
～ID#6 

１ (D+P), (D+P), (D+P), (D+P) 
８ 

５ (2D+P),(3D+P),S／(3D+P), (3D+P) 

ID#0 
～ID#7 

１ (D+P),(D+P),(D+P),(D+P),S 
９ 

５ (3D+P),(3D+P),S／(4D+P),(3D+P) 

ID#0 
～ID#8 

１ (D+P),(D+P),(D+P),(D+P),(D+P) 
１０ 

５ (3D+P),(4D+P),S／(4D+P), (4D+P) 

ID#0 
～ID#9 

１ (D+P),(D+P),(D+P),(D+P),(D+P),S 
１１ 

５ (4D+P),(4D+P),S／(3D+P),(3D+P),(2D+P) 

ID#0 
～ID#10 

１ (D+P),(D+P),(D+P),(D+P),(D+P), (D+P) 
１２ 

５ (3D+P),(3D+P),(2D+P),S／(3D+P),(3D+P),(3D+P) 

ID#0 
～ID#11 

ID#0 

ID#1 

ID#8 ID#9

ID#3

ID#2 ID#4

ID#5

ID#10 ID#11

ID#7

ID#6

    ：実装     ：空き 
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3.3 ディスクアレイ装置／ホストの起動ディスクアレイ装置／ホストの起動ディスクアレイ装置／ホストの起動ディスクアレイ装置／ホストの起動    
 
 
 
 
 
 
 
 

(1) 3.1項、3.2項の作業が完了したら、まず本ディスクアレイ装置の電源をONにします。 
(2) ファン LED、電源 LED、パワーオン LEDがグリーンに点灯します。 
(3) チャンネルステータス LEDが点滅を開始し、約 120秒後に点灯に変わりますので、これを待ち

ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(4) チャンネルステータス LED が点灯に変わったのを確認したら、ホストの電源を ON にします。
この際、デュアルRAIDコントローラの場合は、必ず２台のホストの電源をONにしてください。 

(5) ホストが起動したらRAIDコントローラ 0側に接続されているホストの SAM Client を起動し、
[Sign On]します。 
RAID のコンフィグレーションをはじめて行う場合、ハードディスクに RAID のコンフィグレー
ション情報が存在しないため、以下のようなメッセージが表示されます。ここでは、［No］を選
択してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

電源 LED 

ﾌｧﾝ LED 

ﾊﾟﾜｰｵﾝ LED

ﾁｬﾈﾙｽﾃ-ﾀｽ LED 

ｱﾗｰﾑｽﾄｯﾌﾟﾎﾞﾀﾝ

【 注意 】 
無停電電源装置（UPS）による自動運転を行う場合は、OSの起動待ち時間を３００秒（５分） 
に設定してください。 
本ディスクアレイ装置が確実に動作可能状態になってからOSが起動するようにするため、 
起動待ち時間を確保する必要があります。 

【 注意 】 
クラスタ構成でのディスクアレイ装置のコンフィグレーションは、RAIDコントローラ 0側 
に接続されているホストのGAM Server 及び SAM Clientを使用してください。 

   増設した RAIDコントローラ 1側のホストの SAM Clientは同時に起動しないでください。 
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3.4 RAIDコントローラの設定確認コントローラの設定確認コントローラの設定確認コントローラの設定確認 
[Administration]メニューから[Controller Options]を選び、RAID コントローラの設定／確認を行いま
す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                                                    【【【【 注意注意注意注意 】】】】 
※※※※ シングルシングルシングルシングル RAIDコントローラ（形態コントローラ（形態コントローラ（形態コントローラ（形態 1-1,形態形態形態形態 2-1）とデュアル）とデュアル）とデュアル）とデュアル RAIDコントローラ（形態コントローラ（形態コントローラ（形態コントローラ（形態 2-2,形態形態形態形態

1-2）で設定が異なりますので、必ず、確認してください。）で設定が異なりますので、必ず、確認してください。）で設定が異なりますので、必ず、確認してください。）で設定が異なりますので、必ず、確認してください。 
 
 具体的には 3.4.2項の[Advanced]メニューメニューメニューメニュー、 3.4.3項の[Expert]メニューメニューメニューメニュー 及び 3.4.4項の[Fibre]メメメメ
ニューニューニューニューにおいて、以下の箇所で設定が異なりますので注意してください。 
 
・・・・[Advanced]メニューメニューメニューメニュー 

RAIDコントローラ枚数コントローラ枚数コントローラ枚数コントローラ枚数 １枚１枚１枚１枚 ２枚２枚２枚２枚(形態形態形態形態 2-2,1-2) 
[Enable Conservative Cache Mode] チェックを入れないチェックを入れないチェックを入れないチェックを入れない チェックを入れるチェックを入れるチェックを入れるチェックを入れる 

 
・・・・[Expert]メニューメニューメニューメニュー 

RAIDコントローラ枚数コントローラ枚数コントローラ枚数コントローラ枚数 １１１１枚枚枚枚 ２２２２枚枚枚枚(形態形態形態形態 2-2,1-2) 
[Enable Auto Restore] 設定不可設定不可設定不可設定不可 チェックを入れるチェックを入れるチェックを入れるチェックを入れる 
[Enable Force Simplex] チェックを入れるチェックを入れるチェックを入れるチェックを入れる チェックを外すチェックを外すチェックを外すチェックを外す 
[Controller Present / Fault Signal Enable] 設定不可設定不可設定不可設定不可 チェックを入れるチェックを入れるチェックを入れるチェックを入れる 

 
・・・・[Fibre]メニューメニューメニューメニュー 

RAIDコントローラ枚数コントローラ枚数コントローラ枚数コントローラ枚数 １枚１枚１枚１枚 ２枚２枚２枚２枚(形態形態形態形態 2-2,1-2) 
[Controller1 Port0]                 設定不可設定不可設定不可設定不可             チェックを入れるチェックを入れるチェックを入れるチェックを入れる 
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3.4.1 [Controller Option] - [Basic] 

 
RAIDコントローラの枚数に関係なく、以下のように設定を行ってください。 

 
【Ｅｘｐｒｅｓｓ５８００／１００シリーズの場合】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【Ｅｘｐｒｅｓｓ５８００／３００シリーズの場合】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

チェック 

50 

Spin-up : Automatic
Devices Per Spin : 2 
Initial Delay : 6 
Sequential Delay : 0

チェック 

50 

Spin-up : Automatic
Devices Per Spin : 2 
Initial Delay : 6 
Sequential Delay : 0

チェック 
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3.4.2 [Controller Option] - [Advanced] 

(1) シングルRAIDコントローラの場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2) デュアルRAIDコントローラの場合(Express5800/100(形態 2-2),300共通) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

チェック 

チェック

Queue Limit = 32 

チェック 

チェック

Queue Limit = 32 

チェック 
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3.4.3 [Controller Option] - [Expert] 

【Ｅｘｐｒｅｓｓ５８００／１００シリーズの場合】 
 

(1) シングルRAIDコントローラの場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2) デュアルRAIDコントローラ（形態２－２）の場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

チェック 

チェック 

チェック 

チェック

チェック 19.2K

チェック 

チェック 

チェック 
チェック 19.2K
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【Ｅｘｐｒｅｓｓ５８００／３００シリーズの場合】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

チェック 

チェック 

チェック 

チェック

チェック 19.2K
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3.4.4 [Controller Option] - [Fibre] 

【Ｅｘｐｒｅｓｓ５８００／１００シリーズの場合】 
 

(1) シングルRAIDコントローラの場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2) デュアルRAIDコントローラ（形態２－２）の場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

チェック

2 KB 

Short 2

チェック 

2 KB 

Short

チェックチェック

2

4
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【Ｅｘｐｒｅｓｓ５８００／３００シリーズの場合】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

チェック 

2 KB 

Short

チェックチェック

2

4
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3.5 パックの作成パックの作成パックの作成パックの作成 
【Ｅｘｐｒｅｓｓ５８００／１００、３００シリーズ共通】【Ｅｘｐｒｅｓｓ５８００／１００、３００シリーズ共通】【Ｅｘｐｒｅｓｓ５８００／１００、３００シリーズ共通】【Ｅｘｐｒｅｓｓ５８００／１００、３００シリーズ共通】 

 
(1) [Administration]メニューから[RAID Assist]を選択します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ここでは、１１台のディスクを使用して、以下のパックと Logical Driveを構成する例を説明しま
す。 

 
 
 
 
 
 
 

ハードディスク５台で１パック － RAID 5 × 1 Logical Drive 
ハードディスク５台で１パック － RAID 5 × 1 Logical Drive 
ハードディスク１台      － スタンバイ 
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(2) RAID Assistを選択すると以下のウィンドウが表示されますので[Manual Configuration]を選択し
ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(3) Manual Configurationウィンドウが表示されたら［New Configuration］を選択します。 
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(4) New Configurationを選択すると、以下のようなウィンドウが現れます。 
なお、下図のハードディスクの表示において、「ｘ－ｘ」の左辺は RAID コントローラ上のコン
トローラチャネル番号、右辺の数字は実装スロット ID番号を示しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 奇数 IDのディスクは channel 0、偶数 IDのディスクは channel 1に接続されているように
表現されていますが、RAIDを構成する上では channelの概念は意識する必要はありません。 

 
(5) まず最初に１つ目のRAID5の Logical Driveを作るためのパック（ディスク５台のパック）を作

成します。下のUnused Disk Driveの中から５台のディスクをドラッグして、A0枠の中に持って
いきパック A0 を構成します。パックを１つだけしか設定しない場合は、この後 3.6 項に進み
Logical Driveの設定を行ってください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

これから構成しようと
しているパック 

使用可能なディスク 
（例） 
   17166 → ﾃﾞｨｽｸ容量 
    0 - 1 → channel 0 - ID#1



    32323232

(6) 次に２つ目のRAID5の Logical Driveを作るためのパック（ディスク５台のパック）を作成しま
す。まず、[Add Array]を押し、A1枠を作成します。次に下のUnused Disk Driveの中から５台の
ディスクをドラッグして、A1の枠の中に持っていきパック A1を構成します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(7) 次に残りの１台のディスクをスタンバイディスクに設定します。Unused Disk Drivesにある最後
の１台を選択した後、[Make Spare] を押すと以下のように「＋」マークが付加されスタンバイ
ディスクに設定されます。 
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3.6 Logical Driveの作成の作成の作成の作成 
【【【【ＥｘＥｘＥｘＥｘｐｒｅｓｓ５８００／１００ｐｒｅｓｓ５８００／１００ｐｒｅｓｓ５８００／１００ｐｒｅｓｓ５８００／１００シリーズの場合】シリーズの場合】シリーズの場合】シリーズの場合】 

 
(1) ［3.Logical Drives］タブを選択します。最初に 3.5項で作成したパック A0に設定するRAID 5 

の LogicalDriveを設定します。 
この際、[InitDrive?] にチェックが入っていることを確認してください。すべての設定が完了
した後、自動的にイニシャライズが開始されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜Logical Driveの容量について＞ 
・ [Capacity(MB)]に表示されている容量が、A0のパックに設定できる Logical Driveの総容

量です。 
・ すべての容量を使用して１つの Logical Driveを設定する場合はそのまま[Add Drive]を押

してください。 
・ A0のパック内に複数の Logical Driveを設定する場合は、[Capacity(MB)] の [Logical]ま

たは、[physical]に所望の容量を入力して[Add Drive]を押してください。 
・ Logical Driveはパック A0から順番に設定していく必要があります。また、パック A0の

容量をすべて設定し終わらないと、A1の Logical Driveの設定を行うことができません。 
 

設定が完了したら[Add Drive]を押します。本書では１つのパックに１つの Logical Driveを設定し
た例で説明します。 

 



    34343434

(2) 次に 3.5項で作成したパック A1に設定するRAID 5 の LogicalDriveを設定します。 
(1)の手順と同様に、[InitDrive?] にチェックが入っていることを確認してください。すべての
設定が完了した後、自動的にイニシャライズが開始されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(3) ２つの Logical Driveの容量を設定したら、Write Cacheの設定を確認します。Write Cacheを
有効（Write Back Mode）にする場合は下図のようにWrite Cacheチェックボックスにチェッ
クを入れます。 
無効(Write Through Mode)にする場合はチェックボックスのチェックを外します。 
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(4) A0、A1、すべてのパックの容量をそれぞれ Logical Drive 0 、 Logical Drive 1で設定すると
以下のような表示となり、これ以上新しい Logical Driveを追加できないようになります(設定
を入力する上段の部分がグレイ表示となります)。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(5) [4. SAN Mapping]タグを選択します。 
以下のメッセージが表示されたら、[OK]を押します。 

 
 
 
 
 
 
 
 

すべての容量を設定し終えるとグレイ
表示になり追加ができなくなる 
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(6) シングルRAIDコントローラ構成の場合には、設定変更せずに[Apply]を押し、手順(11)に進み
ます。 
デュアル RAID コントローラ構成（形態２－２）の場合には、[Topology]を[Multi-TID]に設定
します。 

 
 尚、以降の手順は、以下の環境を例に説明しています。 
  ホスト A（NEC－Exp－1） ---------------------------- C0P0接続 
  ホスト B（NEC－Exp－2） ---------------------------- C1P0接続 
  Logical Driveは 0と 1の２つ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(7) [Port Selection]で[C1P0]（ホストＢが接続されているRAIDコントローラ）を選択し、[Host To 
Logical Drive Mapping]の［Ｘ］マーク上でマウスの左クリックを押すと、［－］マークに表示
が変わります。全ての表示を［－］マークに変更します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［Multi-TID］に変更 

全ての表示を［－］マークに変更 

ホストＢの接続されている 
ＲＡＩＤコントローラを選択 
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(8) [Logical Drive To LUN Mapping]で[Logical Drive 0]を選択し、[LUN Selection]を[None]に設定

します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(9) [Logical Drive To LUN Mapping]で[Logical Drive 1]を選択し、[Lun Selection]を[None]に設定し
ます。 
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(10) [Port Selection]で[C0P0] 及び [C1P0]の設定が以下の通りであることを確認します。 

 
＜ホストＡ側の設定確認＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜ホストＢ側の設定確認＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全て［×］マークであること 
ＬＵＮに番号が表示 
されていること 

ホストＡの接続されている 
ＲＡＩＤコントローラを選択 

全て［－］マークであること ＬＵＮに番号が表示 
されていないこと 

ホストＢの接続されている 
ＲＡＩＤコントローラを選択 
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(11) [Apply]を押します。 

 
Logical Driveの設定の際、Write Cacheを「有効」（チェックボックスをオン）に設定してい
る場合は以下のようなメッセージが現れます。設定に間違いがなければ「はい」を押します。 

 
 
 
 
 
 
 

(12) 既存のRAID環境が存在する場合、その環境が変更されてしまう旨のメッセージが表示されま
す。新規設定なので、「YES」と入力し、「OK」を押します。 

 
 
 
 
 
 
 
 

(13) RAID コントローラのリセットが実行される旨のメッセージが表示されるので[OK]を押しま
す。（リセットには約 30秒ほどかかります） 

 
(14) RAID コントローラのリセットが完了すると自動的に Logical Drive のイニシャライズが開始

され、以下の進捗状況表示のウィンドウが現れます。 
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(15) Logical Driveのイニシャライズが完了したら、Logical Drive をOSに認識させるため、ホス

トの再起動を行います。（必ず実施してください必ず実施してください必ず実施してください必ず実施してください） 
なお、クラスタ構成（２台のホストが接続されている）の場合、２台のホストの再起動を行
ってください。 

 
 

(16) ホストが起動したら、作成した Logical DriveはOSから認識可能な状態となります。ディス
クの管理でパーティションを作成してから運用を開始してください。 
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【Ｅｘｐｒｅｓｓ５８００／３００シリーズの場合】【Ｅｘｐｒｅｓｓ５８００／３００シリーズの場合】【Ｅｘｐｒｅｓｓ５８００／３００シリーズの場合】【Ｅｘｐｒｅｓｓ５８００／３００シリーズの場合】 
(1) ［3.Logical Drives］タブを選択します。最初に 3.5項で作成したパック A0に設定するRAID 5 

の LogicalDriveを設定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2) この際、[InitDrive?] にチェックが入っていることを確認してください。すべての設定が完了
した後、自動的にイニシャライズが開始されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜Logical Driveの容量について＞ 
・ [Capacity(MB)]に表示されている容量が、A0のパックに設定できる Logical Driveの総容

量です。 
・ すべての容量を使用して１つの Logical Driveを設定する場合はそのまま[Add Drive]を押

してください。 
・ A0のパック内に複数の Logical Driveを設定する場合は、[Capacity(MB)] の [Logical]ま

たは、[physical]に所望の容量を入力して[Add Drive]を押してください。 
設定が完了したら[Add Drive]を押します。本書では１つのパックに１つの Logical Driveを設定し
た例で説明します。 

クリック 
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(3) 次に 3.5項で作成したパック A1に設定するRAID 5 の LogicalDriveを設定します。 

(1)の手順と同様に、[InitDrive?] にチェックが入っていることを確認してください。すべての
設定が完了した後、自動的にイニシャライズが開始されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(4) ２つの Logical Driveの容量を設定したら、Write Cacheの設定を確認します。Write Cacheを
有効（Write Back Mode）にする場合は下図のようにWrite Cacheチェックボックスにチェッ
クを入れます。 
無効(Write Through Mode)にする場合はチェックボックスのチェックを外します。 
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(5) A0、A1、すべてのパックの容量をそれぞれ Logical Drive 0 、 Logical Drive 1で設定すると
以下のような表示となり、これ以上新しい Logical Driveを追加できないようになります(設定
を入力する上段の部分がグレイ表示となります)。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(6) [4. SAN Mapping]タグを選択します。 
 

(7) [Topology]を[Multi-Port]に設定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

すべての容量を設定し終えるとグレイ
表示になり追加ができなくなる 

［Multi-Port］に変更 
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(8) [Port Selection]で[C0P0] 及び [C1P0]の設定が以下の通りであることを確認します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全て［×］マークであること ＬＵＮに番号が表示 
されていること 

ＲＡＩＤコントローラ０を選択 

全て［×］マークであること ＬＵＮに番号が表示 
されていること 

ＲＡＩＤコントローラ１を選択
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(9) [Apply]を押します。 
 

(10) 既存のRAID環境が存在する場合、その環境が変更されてしまう旨のメッセージが表示されま
す。新規設定なので、「YES」と入力し、「OK」を押します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(11) RAID コントローラのリセットが実行される旨のメッセージが表示されるので[OK]を押しま
す。（リセットには約 30秒ほどかかります） 

 
 

(12) RAID コントローラのリセットが完了すると自動的に Logical Drive のイニシャライズが開始
され、以下の進捗状況表示のウィンドウが現れます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(13) Logical Driveのイニシャライズが完了したら、Logical Drive をOSに認識させるため、ホス
トの再起動を行います。（必ず実施してください必ず実施してください必ず実施してください必ず実施してください） 

 
 

(14) ホストが起動したら、作成した Logical DriveはOSから認識可能な状態となります。ディス
クの管理でパーティションを作成してから運用を開始してください。 
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3.7 コンフィグレーションのバックアップコンフィグレーションのバックアップコンフィグレーションのバックアップコンフィグレーションのバックアップ 
RAID のコンフィグレーション作業が完了したら、必ずコンフィグレーション情報のバックアッ
プを行います。不慮の事故により、コンフィグレーション情報が失われた場合、このバックアッ
プファイルから復元することができます。 
この際、フォーマット済のフロッピーディスクが１枚必要となりますので、あらかじめご用意く
ださい。 

 
(1) SAM Clientの Fileメニューから、[ Save Configurarion..  Ctrl+S ]を選びます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2) ホストにフォーマット済のフロッピーディスクを挿入し、[保存する場所]の指定を「3.5 イン
チ FD（x：）」（xはドライブ文字）にします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(3) 任意のファイル名を入力して[保存]を押します。拡張子は「.ecf」としてください。以下は日
付をファイル名にした例です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(4) コンフィグレーション情報をフロッピーディスクに保存したら、ラベルに日付、装置名等を
記入して、大切に保管して置いてください。 
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